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シ
リ
ー
ズ

水田農業イノベーション

第19回

実況中継!!　全国の乾田直播２０１５年編

第７回雪国直播サミット

2009 年に初めて開催された雪国直播サミットが今年７年目を迎えた。当初は「技術課題」であった乾田直
播挑戦者の悩みも、いまでは「経営課題」へと変化を遂げた。乾田直播に挑戦を続けてきた勇者らの足跡
をたどる棚卸の意味を込めた今回のイベント。会場ではどのようなことが語られたのだろうか―。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     文／齊藤義崇、撮影／昆吉則・土を考える会事務局

in Iwamizawa

雪
国
で
あ
る
北
海
道
と
東
北
。
厳
し
い

寒
さ
と
豪
雪
の
気
候
は
、
温
暖
な
地
帯
を

ル
ー
ツ
と
す
る
水
稲
栽
培
に
、
幾
度
と
な

く
冷
害
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
全
国
の

水
田
面
積
（
転
作
率
）
は
お
よ
そ
２
５
０

万
ha
（
42
％
）、北
海
道
20
万
ha
（
55
％
）、

東
北
60
万
ha
（
40
％
）。
冷
害
の
克
服
に

加
え
、
需
要
の
減
り
続
け
る
コ
メ
は
生
産

調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昭
和
40
年
代
の

機
械
移
植
の
普
及
以
降
、
水
稲
の
技
術
革

新
は
進
ま
な
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
注
目
さ
れ
た
直
播

栽
培
だ
が
、
と
く
に
乾
田
直
播
（
以
下
、

乾
直
）
は
、
変
わ
り
者
の
挑
戦
者
た
ち
の

「
草
だ
ら
け
の
危
険
な
栽
培
方
法
」
で
し

か
な
か
っ
た
。

そ
の
変
わ
り
者
の
挑
戦
者
た
ち
の
集
い

「
雪
国
直
播
サ
ミ
ッ
ト
」
は
今
年
で
７
回

目
。
去
る
８
月
21
～
22
日
の
２
日
間
、
北

海
道
岩
見
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
。
２
０
０

９
年
の
第
１
回
目
の
開
催
地
は
北
海
道
岩

見
沢
市
、
そ
れ
以
来
、
第
２
回
は
岩
手
、

第
３
回
は
北
海
道
妹
背
牛
町
、
第
４
回
は

青
森
、
第
５
回
は
北
海
道
名
寄
市
、
第
６

回
は
宮
城
と
、
北
海
道
土
を
考
え
る
会
と

東
北
土
を
考
え
る
会
が
隔
年
で
企
画
運
営

を
し
て
き
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
が
、
原
点
回
帰
、
棚

卸
と
銘
打
っ
た
の
は
、
岩
見
沢
で
乾
直
の

栽
培
を
行
な
う
挑
戦
者
の
取
り
組
み
が
、

７
年
の
と
き
を
経
て
全
国
一
の
４
０
０
ha

の
大
団
地
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
か
ら

だ
。
偉
業
達
成
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
水

田
の
輪
作
」「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
駆
使
」「
直
播
の

収
量
Ｕ
Ｐ
」の
３
つ
。
す
べ
て
が
実
現
し
、

革
新
技
術
は
地
元
で
当
た
り
前
に
な
り
つ

つ
あ
る
。今
回
は
東
北
の
挑
戦
者
に
加
え
、

全
国
か
ら
80
名
余
り
が
参
加
し
た
。
２
日

間
の
棚
卸
作
業
の
全
容
を
実
践
者
紹
介
と

技
術
革
新
の
視
点
か
ら
報
告
す
る
。

バ
ス
に
乗
車
す
る
皆
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は

高
い
。
７
年
ぶ
り
に
目
に
す
る
岩
見
沢
の

水
田
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
参
加
者

の
胸
が
躍
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
３
カ
所

の
現
地
視
察
は
、
移
動
を
含
め
午
後
１
時

か
ら
の
２
時
間
。
現
地
視
察
の
バ
ス
を
待

つ
３
名
は
「
輪
作
の
王
者
」
新
田
慎
太
郎

氏
、「
機
械
技
術
の
天
才
」西
谷
内
智
治
氏
、

「
栽
培
技
術
の
研
究
者
」
濱
本
壮
男
氏
。

顔
な
じ
み
と
の
再
会
と
緊
張
で
同
じ
く
テ

ン
シ
ョ
ン
の
高
ま
り
を
見
せ
た
。

新
田
氏
の
経
営
は
、
も
は
や
水
田
で
の

転
作
の
域
を
超
え
、
畑
作
の
域
を
極
め
て

い
る
。
作
物
は
無
代
か
き
移
植
水
稲
、
乾

直
水
稲
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
、

大
豆
、
ナ
タ
ネ
、
甜
菜
の
７
つ
。
作
業
機

は
可
能
な
限
り
汎
用
し
、
原
価
計
算
に
裏

付
け
ら
れ
た
綿
密
な
作
付
計
画
を
練
る
。

幕
開
き
か
ら
７
年
分
の
棚
卸
へ

極
ま
る
技
と
実
践
力
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シリーズ 水田農業イノベーション

第19回

稲の出芽メカニズムをとことん探求する濱本壮男氏の試験圃場。
この圃場では除草剤の体系を比較している

新田慎太郎氏の愛用する播種体系は、トラクター（ＪＤ 6630）
＋パワーハロー＆パッカーローラー（クーン）＋ドリルシーダー（サ
ルキー）

濱本壮男 氏（北海道岩見沢市）

乾 直 歴 7 ～ 8 年。 経 営 面 積 は 約
29ha。水稲 10.9ha のうち６割が乾直。

「しっかりと田と畑を回す。狂ったサイク
ルを元に戻す」ことを目標に掲げる

西谷内智治 氏（北海道岩見沢市）

乾直歴 9 年。約 32ha の経営面積のうち
水稲は 4.8haで、すべて乾直で行なう。規
模拡大と作業の競合回避のために始めた乾
直で「輪作の確立」を目指す

新田慎太郎 氏（北海道岩見沢市）

乾直歴 13 年。経営面積約 34ha のうち
水稲は 9.7ha（乾直 6ha）。田畑輪換をス
ムーズに行なうために乾直を取り入れ、目
標は「安定生産。経営全体では作物ごと
の格差是正と平準化」

12

プ
ラ
ウ
耕
の
実
践
と
輪
作
に
よ
る
土
づ
く

り
は
本
人
曰
く
「
良
い
土
を
作
れ
ば
、
水

田
で
も
ど
の
作
物
も
た
く
さ
ん
よ
く
穫
れ

る
」。
後
日
、
ナ
タ
ネ
収
穫
後
の
圃
場
に

プ
ラ
ウ
を
か
け
た
直
後
を
目
の
当
た
り
に

し
た
と
き
、
砕
土
で
も
し
た
の
か
と
感
じ

る
ほ
ど
、
土
は
こ
な
れ
て
い
た
。
見
事
な

栽
培
技
術
に
う
な
ず
き
、
圧
倒
さ
れ
る
視

察
と
な
っ
た
。

西
谷
内
氏
の
乾
直
水
田
は
も
は
や
芸
術

品
だ
。
自
ら
制
作
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ハ
ロ
ー
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
誘
導

と
た
ゆ
ま
ぬ
土
づ
く
り
と
相
ま
っ
て
、
穂

が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
某
グ
ル
メ
リ
ポ
ー
タ

ー
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
「
水
田
の
Ｉ
Ｔ

革
命
や
～
」
で
あ
る
。
も
は
や
他
の
追
随

を
許
さ
ず
、
コ
ツ
コ
ツ
大
胆
な
努
力
家
の

飽
く
な
き
技
術
革
新
は
と
ど
ま
る
こ
と
を

知
ら
な
い
。
西
谷
内
氏
は
「
人
と
技
術
と

の
出
会
い
で
人
生
が
変
わ
っ
た
」
と
常
々

口
に
し
て
い
る
。
乾
直
と
輪
作
の
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
す
実
証
試
験
中
の
乾
直
水

田
は
、
時
間
が
経
つ
こ
と
さ
え
忘
れ
る
く

ら
い
、参
加
者
の
胸
を
熱
く
し
た
だ
ろ
う
。

濱
本
氏
の
乾
直
歴
は
８
年
目
と
な
る
。

あ
る
講
演
で
「
元
普
及
員
で
す
か
？
」
と

い
う
質
問
が
出
る
ほ
ど
、
探
求
心
と
科
学

的
な
裏
付
け
を
忘
れ
ず
、
相
手
に
き
ち
ん

と
伝
え
る
力
を
持
つ
。
水
稲
出
芽
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
得
意
分
野
で
、
北
国
の
寒
い
春

で
も
苗
立
率
は
、い
ま
や
70
％
を
超
え
る
。

旺
盛
な
分
げ
つ
は
、参
加
者
の
目
を
奪
い
、

涼
し
く
も
説
得
力
あ
る
説
明
は
「
北
海
道

に
濱
本
あ
り
」
と
関
係
者
も
舌
を
巻
く
ほ

ど
の
乾
直
ラ
イ
ブ
と
な
っ
た
。

冒
頭
の
現
地
視
察
は
そ
の
後
の
企
画
を

俄
然
盛
り
上
げ
る
、
納
得
の
い
く
も
の
だ

っ
た
。
会
場
に
戻
っ
た
参
加
者
ら
は
「
凄

か
っ
た
！
」と
口
に
し
た
。
休
憩
時
間
は
、

視
察
の
余
韻
に
浸
り
、
７
年
の
回
想
録
で

も
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
眺
め
る
に
、
ほ
ど
よ

い
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

室
内
に
場
所
を
移
し
て
の
あ
り
き
た
り

な
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
行
な
わ
ず
、「
第

２
回
北
海
道
乾
直
百
貨
店
」
か
ら
始
ま
っ

た
。
出
店
し
た
の
は
６
店
舗
。
出
店
と
は

乾
直
挑
戦
者
に
会
い
た
い
、
応
援
し
た
い

各
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
、
情
報
交
換
を
目
的

に
し
た
ブ
ー
ス
の
こ
と
を
指
す
。
私
も
ス

ガ
ノ
農
機
㈱
の
石
垣
氏
・
佐
藤
氏
と
「
乾

直
萬よ
ろ
ず

相
談
所
」
を
出
し
た
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
人
生
・
恋
愛
相
談
は
お
断
り
。
占

い
等
は
有
料
で
す
」で
あ
る
。そ
の
他
、「
コ

ハ
タ
（
病
害
虫
相
談
）」「
富
貴
堂
（
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
紹
介
）」「
ダ
ウ
ケ
ミ
カ
ル

（
茎
葉
処
理
剤
の
相
談
紹
介
）」「
日
産
化

学
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
使
用
相
談
）」

「M
eiji Seika 

フ
ァ
ル
マ
（
薬
剤
相
談
）」

が
軒
を
連
ね
た
。

何
か
を
つ
か
み
た
い
、
一
つ
で
も
多
く

の
情
報
を
持
ち
帰
り
た
い
。
そ
ん
な
集
ま

情
報
交
換
で
賑
わ
う「
百
貨
店
」
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3

4

5

6

7

にぎわう「乾直百貨店」

「優勝賞品はイタリア旅行（自費で行ってください！）」

クイズバトルで談笑する、東北最強軍団

乾直の雑談に盛り上がる首脳陣（笑）

「変わりの者の挑戦者たち」の集合写真

っ
た
人
々
の
探
求
心
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
、

こ
れ
ま
で
の
「
雪
国
直
播
サ
ミ
ッ
ト
」
の

原
点
を
感
じ
る
一
幕
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、「
ク
イ
ズ
乾
直
人
に
聞
き
ま

し
た
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
と
懐
か
し
い
音

楽
に
反
応
し
た
の
は
、
40
代
以
上
の
参
加

者
ら
。
続
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
地
区

対
抗
の
「
乾
田
直
播
ク
イ
ズ
バ
ト
ル
」
だ
。

５
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
乾
直
に
ち
な
ん

だ
10
問
の
ク
イ
ズ
に
回
答
し
た
。
事
前
に

乾
直
実
践
者
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
軸
に
、
参
加
者
と
司
会
者
と
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

チ
ー
ム
紹
介
を
す
る
。王
者
の
風
格「
岩

見
沢
ウ
エ
ル
カ
ム
軍
団
」、
い
つ
も
仰
天

さ
せ
る
男
た
ち
「
妹
背
牛
人
と
名
寄
人
」、

俺
た
ち
を
忘
れ
る
な
「
今
金
と
由
仁
と
鵡

川
だ
よ
」
の
３
チ
ー
ム
が
北
海
道
か
ら
参

戦
し
た
。東
北
か
ら
は
東
北
最
強
軍
団「
負

け
ま
せ
ん
よ
」、
最
後
に
も
う
１
チ
ー
ム

「
若
さ
は
負
け
ま
せ
ん
」
ス
ガ
ノ
レ
デ
ィ

ー
ス
チ
ー
ム
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
不
安
な
こ
と
。
回
答
で
一
番

多
か
っ
た
の
は
？
」
と
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
る
と
「
ピ
ン
ポ
ン
」
早
押
し
音

が
鳴
り
響
き
、「
な
し
」
と
の
回
答
に
続

い
て
「
正
解
！
」
と
司
会
者
。
出
題
ご
と

に
得
意
と
す
る
分
野
の
実
践
者
と
専
門
家

が
解
説
を
加
え
、
深
ま
る
勉
強
会
は
押
し

に
押
し
て
２
時
間
に
延
長
。「
ワ
ク
ワ
ク

脳
で
過
ご
す
集
会
は
、
１
人
の
天
才
を
凌

駕
す
る
閃
き
を
生
む
」
と
の
持
論
は
本
当

だ
と
、
企
画
・
司
会
を
務
め
た
私
は
、
乾

直
人
の
ユ
ー
モ
ア
と
パ
ワ
ー
に
彼
ら
の
挑

戦
と
成
功
の
源
を
再
認
識
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
初
日
の
オ
ー
ラ
ス
（
最
終
）

企
画
は
机
な
し
、
テ
ー
マ
な
し
、
主
役
な

し
の
対
談
「
テ
ツ
コ
の
隣
部
屋
」
だ
。
顔

ぶ
れ
は
、
新
田
慎
太
郎
氏
、
盛
川
周
祐
氏

（
岩
手
県
花
巻
市
）、
田
村
裕
良
氏
（
北
海

道
妹
背
牛
町
）、
小
泉
輝
夫
氏
（
千
葉
県

成
田
市
）、奥
山
孝
明
氏（
岡
山
県
岡
山
市
）

の
全
国
で
乾
直
と
言
え
ば
こ
の
人
と
呼
ば

れ
る
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
乾
直
人
た
ち
で
あ

る
。
ワ
ク
ワ
ク
脳
は
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
話

題
は
尽
き
な
い
。

雑
談
か
ら
本
題
の
「
連
作
の
乾
直
VS
畑

作
と
の
輪
作
乾
直
」
へ
。
日
本
の
水
田
経

営
が
抱
え
る
課
題
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

「
需
要
が
減
る
コ
メ
づ
く
り
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
技
術
で
は
、連
作
の
代
か
き
水
稲
、

連
作
の
転
作
作
物
、
そ
の
障
害
は
病
害
虫

の
多
発
と
水
田
の
疲
弊
な
ど
が
挙
が
っ

た
。
そ
の
答
え
は
会
が
終
わ
っ
た
後
も
情

報
交
換
会
へ
と
持
ち
込
ま
れ
た
。

初
日
の
企
画
は
、
７
年
間
で
変
わ
っ
た

水
田
の
作
物
と
同
様
に
、
あ
の
手
こ
の
手

の
工
夫
が
垣
間
見
ら
れ
、
乾
杯
！
な
ら
ぬ

「
乾
直
！
！
！
」
の
コ
ー
ル
で
お
な
じ
み

の
今
金
人
、
仁
木
明
氏
の
結
び
の
御
発
声

で
、
深
夜
に
３
次
会
で
幕
を
閉
じ
た
。

（
2
日
目
の
報
告
は
次
回
掲
載
の
予
定
）

初
日
の
メ
イ
ン
は
ク
イ
ズ
対
決

ワ
ク
ワ
ク
脳
で
盛
り
上
が
る
対
談



1  水没を逃れた別の30а圃場。約3分の1は豪雨により倒伏している。カビも出ており穂発芽もしている。同じ地域で播種時期の遅かったサ
イレージ用デントコーンにはまったく被害がなかった

2 収穫作業の実演を予定していた圃場は遠方から見る限り完全に消失している
3 4 5 境町での洪水被害の様子。200頭規模の肉牛肥育農家の畜舎が冠水し、200頭のうち約70頭は救出されたが、その大半が死んだ。そ
こかしこに浮いている死んだ牛を水陸両用車で岸に寄せている。この畜産農家１軒の被害だけでも軽く1億円を超えるだろう

子実トウモロコシ検討会中止のおわびと報告
10月中旬に岩手県花巻市で開催予定

　9月 13日に茨城県境町で開催予定だった

「水田農業イノベーション研究会2015　第１

回：水田での子実トウモロコシ生産に関する

検討会」は豪雨被害のために中止とさせてい

ただきました。豪雨によりトウモロコシ作付

圃場が水没しただけでなく、境町の市民生活

にも甚大な被害が発生したからでした。たく

さんの皆様に参加申込をいただいておりまし

たが、ここに改めて実演検討会中止のおわび

を申し上げます。

　開催予定だった検討会では、コンバインの

収穫実演のほか、「梅
メイ

山
シャン

豚
トン

」を生産する養豚

家で、ドライタイプのエコフィード飼料工場

も経営する塚原昇氏の目指す地域での耕畜連

携がテーマでした。

　塚原氏が今年トウモロコシを播種した圃場

のうち、実演を予定していた約50ａ圃場は

完全に水没してしまいました。また、もう１

カ所の30ａ圃場も大雨に叩かれて３分の１

程度が倒伏して多くの実が地面に落下し、カ

ビが生えて穂発芽も発生していました。それ

にもかかわらず、残った17ａ程度で約２ｔ（収

穫時水分20％）が収穫できました。その飼料

としての品質については後日報告します。

　境町での検討会中止を受けて急きょ、岩手県

花巻市で10月中旬に検討会を開催します。そ

こでは、コンバイン収穫したトウモロコシを乾

燥機にかけずにそのままパックして流通させる

ハイモイスチャーコーンサイレージ製造の簡易

的方法の実演とその利用に関しても検討を行な

います。後日、メールマガジンあるいはホーム

ページにてご案内します。　　　　　（昆吉則）

子実トウモロコシ検討会中止のおわびと報告
10月中旬に岩手県花巻市で開催予定
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